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定円Cの内部に定点Pをとり，この点Pで互いに外接する 2つの円 C1, C2はとも
に円 Cに内接しながら変化する。円 C1の半径を r1, 円 C2の半径を r2とするとき，
1
r1

+
1
r2

は一定であることを示せ。

解答
円 C, C1, C2 の中心をそれぞれ O, O1, O2とし，

円 Cの半径を r , OP = a, ∠ OPO1 = θ とおく。
�OPO1, �OPO2にそれぞれ余弦定理をあてはめる
と
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補角の公式より
cos(180◦ − θ) = − cos θ

であるから，
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点 Pは円 Cの内部にあることより r2 − a2 > 0 であるから，
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(一定)

(証明おわり)


